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 time），動作速度（speed of 
 movement），器用さ（dexterity），そして動的強度（dynamic 
 strength），瞬発的強度（explosive strength），全身協応性（gross body 


























































































































 金ら（1998）は，1995 年ワールドカップ男子バレーボール大会におけるイタリア対日本戦を 16mm
高速度カメラとVTRを併用して撮影し，サーブレシーブからの攻撃パターンをDLT法により分析して，
実力世界一と言われるイタリアチームの攻撃の特徴を究明している。 
 クイックスパイクができるサーブレシーブからの攻撃回数は，イタリアが総サーブレシーブ 78 回の





 イタリアは総コンビ攻撃 66 回のうち 56 回（85％）が４枚攻撃であった。一方，日本は総コンビ攻撃
72 回のうち 35 回（49％）が４枚攻撃であった。セッターが後衛の時は，フォワードスパイカーが３人
いるから，バックアタックを１枚加えるだけで４枚攻撃ができる。日本の４枚攻撃はセッターが後衛の
時（コンビパターン No.9，10，12，13，14）が 26 回（74％）で，セッターが前衛の時（コンビパタ
ーン No.11，15，16）は 9 回(26％）であった。しかしイタリアの４枚攻撃はセッターが後衛の時（コ
ンビパターン No.9，11，12，13，14，15，16，18）も前衛の時（コンビパターン No.8，10，17，19）
もそれぞれ 28 回（50％）であり，４枚攻撃の使用比率は変わらなかった。 
















 攻撃パターン No.8 の場合はＣクイックではなくＢクイックを使う。セッターが後衛にいる時の攻撃
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